
平成 29年度 

長野県総合教育センター研究発表会 
～多様化する教育現場の課題解決に取り組む教職員を支援する調査研究～ 

研究資料（分科会１） 

Ｃ 

小学校段階におけるプログラミング教育 
～各教科等におけるプログラミング教育の実施に向けて～ 

 

長野県総合教育センター 

Ⅰ 全体発表 
「各教科等にプログラミングを取り入れる」 

～伊那市立伊那北小学校４年２組におけるプログラミング教育の実践から～ 

教科教育部 専門主事  宮原 啓一  
 

Ⅱ 演 習 
   「ビジュアルプログラミング言語で信号機のプログラミングをしよう」 

  

Ⅲ 研究発表 教科の中で育成するプログラミング的思考 
 

１「電気製品の制御の仕組みを捉えることを通して育成される 

プログラミング的思考」 

教科教育部 専門主事  志摩 宏道  
  

２「算数科の学習におけるプログラミング的思考の育成」 

教科教育部 主任指導主事  新井  仁   
  

３「音楽づくりを通して育成されるプログラミング的思考」 

～長野市立緑ヶ丘小学校４年生の実践から～ 

教科教育部 専門主事  小町谷 聖  
  

４「プログラミング教育と小中高等学校を通じた情報教育」 

教科教育部 専門主事  倉田 慎司  
 



分科会について 

１ チーム課題研究テーマと研究内容 

＜研究テーマ＞ 

小学校段階におけるプログラミング教育 

～各教科におけるプログラミング教育の実施に向けて～ 

＜研究内容と方法＞ 

○小学校における各教科等におけるプログラミング的思考の育成に向けた実践授業や子

ども達の学習の様子から，小学校段階におけるプログラミング教育のねらいの実現に

向けた各教科等の授業を立案する際の視点を探る。 

・文献による調査や公開授業資料による調査 

・実践授業の計画と実施，まとめ 

 

２ 分会の予定（10：30～12：00） 

時 間 内 容 担 当 

10：30～10：50  Ⅰ 全体発表 「各教科等にプログラミングを取り入れる」 宮 原 

10：50～11：20 Ⅱ プログラミング体験 

 「ビジュアルプログラミング言語でプログラミング体験」 

(1) プログラムとは（センサーライトの点灯用プログラム） 

(2) 歩行者用信号機の表示の再現（プログラミング） 

 ・赤と青の表示を繰り返す（反復）表示用プログラムをプロ 

グラミングします。 

(3) 歩行者用信号機の表示プログラムの改良 

  ・再現した歩行者用信号機の表示プログラムに，人感センサ

ーの計測値を加え，歩行者を感知したら表示が青になるプ

ログラムをプログラミングします。 

 

宮 原 

 

11：20～12：00 Ⅲ 研究発表（授業の提案と実践発表，小中高の連携について） 

 

１ 「電気製品の制御の仕組みを捉えることを通して 

育成されるプログラミング的思考」  

  

２ 「算数科の学習におけるプログラミング的思考の育成」 

 

３ 「音楽づくりを通して育成されるプログラミング的思考」 

 

４ 「プログラミング教育と小中高等学校を通じた情報教育」 

 

 

志 摩 

 

 

新 井 

 

小町谷 

 

倉 田 

 

○ 使用する言語や教材，ソフトウェア 

・プログラミング言語 「スクラッチ」 

・プログラミング実機教材  （Arduino 互換基板） 

・プログラミングソフトウェア（無料ＤＬソフト） 



幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申） 別紙 
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プログラミング教育で最も重要なことは，子どもが教科等の中でプログラミングを体験しなが

ら，プログラミング的思考を含めた論理的思考力を身に付けていくことです。各教科のつける力

とプログラミング的思考とのつながりを見付け，プログラミング教育に取り組んでみましょう。 

Ⅰ 全体発表 「各教科等にプログラミングを取り入れる」 
 

長野県総合教育センター 教科教育部 専門主事 宮原 啓一 
 
１ プログラミング教育とは 

 

２ 小学校段階おいて学習活動としてプログラミングを取り入れるねらいと活動 

  ○身近な問題の解決に主体的に取り組む態度や 

コンピュータ等を上手に活用してよりよい社会を築いていこうとする態度などを育む。 

○論理的思考力（プログラミング的思考を含む）を育む。 

・プログラムの働きやよさ，情報社会がコンピュータをはじめとする情報技術によって 

支えられていることなどに気付く。  

・教科等で学ぶ知識及び技能等をより確実に身に付ける。 

※  プログラミング言語を覚えたり，プログラミングの技能を習得したりすることではない。 
 
３ プログラミングを教科等に位置付ける 
 (1) 授業にプログラミングを取り入れる際のポイント （伊那北小学校４年２組の実践より） 

  ① 新たに「付加する」のではなく，「置き換えて」位置付ける 

・従来の学習活動に付加するのではなく，子どもの実態に合わせて，子どもの更なる主体的

な学びのための学習活動としてプログラミングに置き換えると有効です。 

  ② 主体的・対話的で深い学びにつながる「授業を活性化するエッセンス」として取り入れる 

・コンピュータ等を操作してプログラミングに取り組む子どもは，「意図（願い）の実現に向

けて働きかける（考えを入力する）」→「試す（実行）する」→「結果を評価（判断）する」

→「意図の実現に向けて修正し，再び働きかける」というサイクルを，従来の学習活動よ

り早いテンポや自分のペースで循環できるため，より主体的な追究の姿を見せます。 

  ③ 評価は，各教科のねらいに沿って評価する 

   ・プログラミングを取り入れた授業の評価は，各教科の評価の観点に沿って評価します。各

教科としてプログラミングの知識や技能についての評価はしません。 

(2) プログラミングを教科等に位置付ける際の注意点 

・教科等における学習上の必要性や学習内容と関連付けながら計画的かつ無理なく確実に実施

します。また教育課程全体を見渡し，プログラミングを実施する単元を位置付けていく学年

や教科等を決定し計画的に実施することが大切です。 
 
□ まとめ 

□ プログラミング教育とは 

子どもたちに，コンピュータに意図した処理を行うよう指示することができるとい

うことを体験させながら，将来どのような職業に就くとしても，時代を超えて普遍的

に求められる力としての「プログラミング的思考」などを育むこと。 

（小学校段階におけるプログラミング教育の在り方について［H28.6議論の取りまとめ］より） 

□ プログラミング的思考とは 

自分が意図する一連の活動を実現するために，どのような動きの組合せが必要であ

り，一つ一つの動きに対応した記号を，どのように組み合わせたらいいのか，記号の

組合せをどのように改善していけば，より意図した活動に近づくのか，といったこと

を論理的に考えていく力のこと。       （次期小学校学習指導要領解説 総則編より） 
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Ⅲ 教科の中で育成するプログラミング的思考 

１ 電気製品の制御の仕組みを捉えることを通したプログラミング的思考の育成 

長野県総合教育センター 教科教育部 専門主事 志摩 宏道 

(1)次期小学校学習指導要領解説 総則編から 

 

 

 

 

 

(2)次期小学校学習指導要領解説 理科編 第６学年の目標及び内容から 

  (3)学習の流れの例（単元名：電気の利用 第６学年） 

    

① 身の回りの電気製品で、センサーで動きが制御
されているものを調べる。 

② その 1つとしてセンサーライト制御の仕組みを
言葉で整理してみる。【分解する】 

③ プログラミングソフトを使ってセンサーライト
のプログラミングを再現してみる。 

  ・ライトが点かない場合にプログラムを並び替 
える。【組合せる】 

・電気エネルギーの有効利用を考え、点灯時間 
を短くしたり長くしたりいろいろ考えて 
みる。【改善する】 

 
 
センサーライトの制御の仕組みを体験的に学習す
ることでプログラミング的思考が育成される！ 

ぷろくあｆ 

大事にしたいこと 
・プログラミングの技術を高めることが目的ではありませ
ん。身近なエネルギーの効率的な利用の仕組みを捉えるこ
とを大切にしましょう。 

 
・次期小学校学習指導要領 第６学年の（４）電気の利用 
 内容の取扱いには、「電気を効率的に利用することを目的 
にした照明をつくること、その際、目的に合わせてセンサ 
ーを使い発光ダイオードの点灯を制御するなどが考えられ 
る。」と例示されています。ものづくりなどの体験を通し 
て、プログラミング的思考を育成することも大切にしまし 
ょう。 

 

第１章 総則 第３ 教育課程の実施と学習評価の内容の取扱い例 
理科は「A物質・エネルギー」の（４）における電気の性質や働きを利用した道具があることを捉え
る学習など、与えた条件に応じて動作していることを考察し、更に条件を変えることにより、動作が
変化することについて考える場面で取り扱うものとする。（第６学年） 

身の回りには，温度センサーなどを使って，エネルギーを効率よく利用している道具があることに
気付き，実際に目的に合わせてセンサーを使いモーターの動きや発光ダイオードの点灯を制御するな
どといったプログラミングを体験することを通して，その仕組みを体験的に学習するといったことが
考えられる。 

 

センサーライトのプログラムの再現 

 株式会社アーティック

のスタディーノ画面 
制御スタート 
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２ 算数科の学習におけるプログラミング的思考の育成

長野県総合教育センター 教科教育部 主任指導主事 新井 仁

１ 次期学習指導要領におけるプログラミング教育の扱いと算数科の具体例

新学習指導要領の総則では，学習活動としてのプログラミングが主体的・対話的深い学

びのための授業改善の一手段として示されています。また，プログラミング教育の実践例

として，図形の作図の場面を取り上げ，プログラミング的思考と数学的な思考の関係やよ

さに気づく学びが示されています。

２ 正多角形の作図の一般化（ここでは，図をかくことを“作図”と表現）

第２章各教科第３節算数 第３ 指導計画の作成と内容の取扱い

２ 第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。

数量や図形についての感覚を豊かにしたり，表やグラフを用いて表現する力を高め

たりするなどのため，必要な場面においてコンピュータなどを適切に活用すること。

また，〈中略〉プログラミングを体験しながら論理的思考力を身に付けるための学習

活動を行う場合には，児童の負担に配慮しつつ，例えば〈中略〉〔第５学年〕の〈中

略〉正多角形の作図を行う学習に関連して，正確な繰り返し作業を行う必要があり，

更に一部を変えることでいろいろな正多角形を同様に考えることができる場面などで

取り扱うこと。

この内容を踏まえると，大切なこととして，次の４つに整理することができます。

１ 新学習指導要領では，「プログラミング教育」や

「プログラミング的思考」の言葉はなく，学習活

動のプログラミングとして表記されている。

２ プログラミングは，主体的・対話的で深い学びの

ための授業改善の一つの手段である。

３ 算数科では，例えば正多角形の作図の学習

で，正確な繰り返しを見つけて一般化する場面

で，プログラミング的思考の育成を目指した授

業づくりが考えられる。

４ プログラミング的思考の具体の一つは，正確な

繰り返しを見つけて一般化する考え方である。

iPadで動く
ビジュアル

プログラミング

ソフト

“PYONKEE”
を使った学習

の紹介

4



３ 音楽づくりを通して育成されるプログラミング的思考 
～長野市立緑ヶ丘小学校の実践から～ 

 

長野県総合教育センター 教科教育部 専門主事 小町谷 聖 

(1)  題材の流れ 

緑ヶ丘小学校４年３組（担任：授業者 稲垣典子先生）では，題材「動

物のうたをつくろう！！」において，グループで８小節のうたをつくった。  

手順は 

① グループ（４名）でテーマを決めて，一人１小節ずつテーマに沿   

ったうたをつくる 

② つくったうたをグループで合わせて，４小節のうたにする。 

使う音は「ドレミソラ」の５音，また五線譜は用いず，縦に使う

音，横に歌詞があり，交わるボックスに色を塗って使う音を記録し

ていく「かんたん楽譜」（右上の図）を用いる。題材の途中で「くり返しや変化（音楽を形づくって

いる要素）を取り入れ，それを生かして８小節のうたにする」ことになった。 

Ａグループは右のように８小節のうたをつくった。 

 

 

 

かんたん楽譜 

・どの教科にもプログラミング的思考を育てる芽がある。授業の中で，プログラミング的思考を 

育てる目をもつこと，教材研究が大切。 

・このようなアンプラグドプログラミング（パソコンを使用しないプログラミング）がパソコン，

ソフトを用いた学習をする時の発想力等の基盤になる。 

 

目的の実現 

分解する 

組み合わせる 改善する 

８小節のいぬのうたをつくる 

１人１小節のうたをつくる 

うたを並べ替える 

・１人１人のうたが書かれたか 

んたん楽譜をならべて８小 

節のうたをつくる。 

・うたを並び替える。 

・歌詞や音楽のつながりが自然 

になるように並べ替える。 

・繰り返しや変化が生かされる 

ように並べ替える。 

・自分たちの思いや意図に近づ 

くように並び替える。 

 

動物のうたをつくろう！！に

おける子どもたちのプログラ

ミング的思考の例 
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４ プログラミング教育と小中高等学校を通じた情報教育 

長野県総合教育センター 教科教育部 専門主事 倉田 慎司 

 

 

 

 

 

(1) プログラミング教育で育む資質・能力 

 【知識及び技能】 

（小学校）身近な生活でコンピュータが活用されていることや，問題の解決には 

必要な手順があることに気付くこと。 

  （中学校）社会におけるコンピュータの役割や影響を理解するとともに，簡単な 

プログラムを作成できるようにすること。 

  （高等学校）コンピュータの働きを科学的に理解するとともに，実際の問題解決 

にコンピュータを活用できるようにすること。 

 【思考力，判断力，表現力等】 

発達の段階に即して，「プログラミング的思考」を育成すること。 

 【学びに向かう力，人間性等】 

発達の段階に即して，コンピュータの働きを，よりよい人生や社会づくりに 

生かそうとする態度を涵養すること。 

(2) 小中高等学校を通じた情報教育 

情報活用能力をより具体的に捉えれば，（略），このような学習活動を遂行する

上で必要となる情報手段の基本的な操作の習得や，プログラミング的思考，情報

モラル，情報セキュリティ，統計等に関する資質・能力も含むものである。 

（次期小学校学習指導要領解説） 
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＜参考資料＞ 

次期小学校学習指導要領解説 （プログラミングをキーワードに抜粋） 

 

P9 総 則 

第３ 教育課程の実施と学習評価 

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

(3)  第２の２の(1)に示す情報活用能力の育成を図るため，各学校において，コンピュータや情報

通信ネットワークなどの情報手段を活用するために必要な環境を整え，これらを適切に活用し

た学習活動の充実を図ること。また，各種の統計資料や新聞，視聴覚教材や教育機器などの教

材・教具の適切な活用を図ること。あわせて，各教科等の特質に応じて，次の学習活動を計画

的に実施すること。 

ア 児童がコンピュータで文字を入力するなどの学習の基盤として必要となる情報手段の基本

的な操作を習得するための学習活動イ児童がプログラミングを体験しながら，コンピュータに

意図した処理を行わせるために必要な論理的思考力を身に付けるための学習活動 

 

 

 

 

 

 

P76 算数 

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い 

２ 第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。 

(2)  数量や図形についての感覚を豊かにしたり，表やグラフを用いて表現する力を高めたりする

などのため，必要な場面においてコンピュータなどを適切に活用すること。また，第１章総則

の第３の１の(3)のイに掲げるプログラミングを体験しながら論理的思考力を身に付けるため

の活動を行う場合には，児童の負担に配慮しつつ，例えば第２の各学年の内容の〔第５学年〕

の「Ｂ図形」の(1)における正多角形の作図を行う学習に関連して，正確な繰り返し作業を行

う必要があり，更に一部を変えることでいろいろな正多角形を同様に考えることができる場面

などで取り扱うこと。 

 

P94 理科 

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い 

２ 第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。 

(2)  観察，実験などの指導に当たっては，指導内容に応じてコンピュータや情報通信ネットワ

ークなどを適切に活用できるようにすること。また，第１章総則の第３の１の(3)のイに掲げ

るプログラミングを体験しながら論理的思考力を身に付けるための学習活動を行う場合には，

児童の負担に配慮しつつ，例えば第２の各学年の内容の〔第６学年〕の「Ａ物質・エネルギ

ー」の(4)における電気の性質や働きを利用した道具があることを捉える学習など，与えた条

※第２の２教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成 

(1) 各学校においては，児童の発達の段階を考慮し，言語能力，情報活用能力（情報モラルを

含む。），問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成していくことができる

よう，各教科等の特質を生かし，教科等横断的な視点から教育課程の編成を図るものとする。 
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件に応じて動作していることを考察し，更に条件を変えることにより，動作が変化すること

について考える場面で取り扱うものとする。 

 

P164 第５章総合的な学習の時間 

２ 第２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。 

(9)  情報に関する学習を行う際には，探究的な学習に取り組むことを通して，情報を収集・整理・

発信したり，情報が日常生活や社会に与える影響を考えたりするなどの学習活動が行われるよ

うにすること。第１章総則の第３の１の(3)のイに掲げるプログラミングを体験しながら論理

的思考力を身に付けるための学習活動を行う場合には，プログラミングを体験することが，探

究的な学習の過程に適切に位置付くようにすること。 

 

参照：URL  http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1387014.htm 

文部科学省トップ > 教育 > 小学校、中学校、高等学校 > 学習指導要領「生きる力」 > 新

学習指導要領（平成 29 年 3 月公示） > 学習指導要領等 > 小学校学習指導要領解説 

 

 

 

 

 

＜参考資料＞ 

平成 28 年 6 月 16 日 

 

小学校段階におけるプログラミング教育の在り方について（議論の取りまとめ） 

小学校段階における論理的思考力や創造性、問題解決能力等の育成と プログラミング教育に関する有識者会議 

 

（有識者会議における議論の視野） 

○  本有識者会議は、各界の専門家が分野を越えて知見を持ち寄り、特に小学校段階におけるプログ

ラミング教育の意義や在り方について認識の共有を図り、各小学校における今後の円滑な実施につ

なげていくことを目的としたものである。 

○  小学校段階におけるプログラミング教育については、学校と民間が連携した意欲的な取組が広が

りつつある一方で、コーディング（プログラミング言語を用いた記述方法）を覚えることがプログ

ラミング教育の目的であるとの誤解が広がりつつあるのではないかとの指摘もある。“小さいうちに

コーディングを覚えさせないと子供が将来苦労するのではないか”といった保護者の心理からの過

熱ぶりや、反対に“コーディングは時代によって変わるから、プログラミング教育に時間をかける

ことは全くの無駄ではないか”といった反応も、こうした誤解に基づくものではないかと考えられ

る。 

○  プログラミング教育とは、子供たちに、コンピュータに意図した処理を行うよう指示することが

できるということを体験させながら、将来どのような職業に就くとしても、時代を超えて普遍的に

求められる力としての「プログラミング的思考」などを育むことであり、コーディングを覚えるこ
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とが目的ではない。こうしたプログラミング教育についての考え方や、小学校段階における具体的

な在り方等を、下記 3.や 4.において示している。 

○  また、こうしたプログラミング教育を実施する前提として、言語能力の育成や各教科等における

思考力の育成など、全ての教育の基盤として長年重視されてきている資質・能力の重要性もますま

す高まるものであると考えられる。こうした資質・能力の育成もしっかりと図っていくこと、また、

小学校におけるプログラミング教育の実施に当たっては、ICT 環境の整備や指導体制の確保等の条

件整備が不可欠であること等についても下記 2.や 5.において提言している。 

○  小学校段階におけるプログラミング教育について議論をまとめるに当たっては、人工知能の進化

等にみられる、近年の急速な情報化の進展が教育に与える影響や、そうした中で教育課程全体とし

てどのような力を育成していくことが求められるのかといった、情報化の進展と教育課程全体との

関係について整理しておく必要があった。こうした点については、中央教育審議会における次期学

習指導要領改訂に向けた議論も踏まえながら、下記 1.や 2.において整理している。 

○  今後、有識者会議における議論の内容が、中央教育審議会や関係会議等に引き継がれ、プログラ

ミング教育とは何かが適切に周知されることを期待するとともに、この取りまとめが示す方針が、

小学校で 2020 年（平成 32 年）からの実施が見込まれる新しい教育課程において、外国語教育の教

科化等に向けても備えなければならない小学校現場の不安感を尐しでも軽減し、プログラミング教

育の円滑な実施に資することを期待するものである。 

 

1.いわゆる「第 4次産業革命」は教育に何をもたらすのか 

○  今後の社会の在り方について、とりわけ最近では、「第 4 次産業革命」ともいわれる、進化した

人工知能が様々な判断を行ったり、身近な物の働きがインターネット経由で最適化されたりする時

代の到来が、社会の在り方を大きく変えていくとの予測がなされているところである。こうした変

化は、様々な課題に新たな解決策を見いだし、新たな価値を創造していく人間の活動を活性化する

ものであり、私たちの生活に便利さや豊かさをもたらすことが期待されている。 

○  その一方で、“人工知能の進化により人間が活躍できる職業はなくなるのではないか”“今学校で

教えていることは時代が変化したら通用しなくなるのではないか”といった不安の声もあり、それ

を裏付けるような未来予測[1]も多く発表されているところである。教育界には、変化が激しく将来

の予測が困難な時代にあっても、子供たちが自信を持って自分の人生を切り拓き、よりよい社会を

創り出していくことができるよう、必要な資質･能力をしっかりと育んでいくことが求められている。 

○  学校教育が目指す子供たちの姿と、社会が求める人材像の関係については、長年議論が続けられ

てきた。現在、社会や産業の構造が変化していく中で、私たち人間に求められるのは、定められた

手続を効率的にこなしていくことにとどまらず、自分なりに試行錯誤しながら新たな価値を生み出

していくことであるということ、そして、そのためには生きて働く知識を含む、これからの時代に

求められる資質･能力を学校教育で育成していくことが重要であるということを、学校と社会とが共

通の認識として持つことができる好機にある。 

○  こうした資質・能力の育成は、学校教育が長年目指してきたことでもある。現在、中央教育審議

会においては、教育課程がどのような力の育成を目指しているのかを可視化し、それを社会と共有

し連携･協働しながら育成していこうという、「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた検討が進

められているところである。 

○  急速かつあらゆる領域に影響する情報化といった社会的な変化が、教育にどのような効果や影響
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をもたらすのか。教育はそうした変化をどのように受け止め、未来の創り手となる子供たちに何を

準備しなければいけないのか。こうしたことを踏まえながら、新しい教育課程の在り方が議論され

ていくことが求められている。 

 

[1] 今後 10 年～20 年程度で、半数近くの仕事が自動化される可能性が高い（マイケル・オズボー

ン氏（オックスフォード大学准教授））との予測や、子供たちの 65％は将来、今は存在していな

い職業に就く（キャシー・デビッドソン氏（ニューヨーク市立大学大学院センター教授））といっ

た予測がある。人工知能が職業を奪うという可能性が指摘されている一方で、人工知能が新たな

職業を生み出す可能性も指摘されていることに留意が必要である。 

 

（1）「学ぶ」ことの意義と、これからの時代に求められる力の再確認 

○  近年の人工知能は、人間が物事を認識して理解していく学習の過程を模した「深層学習」によっ

て飛躍的に進化したと言われている。人工知能が、大量のデータから共通する特徴を自ら見いだし

て概念的なものを獲得し、それを未知のデータにも当てはめていくという過程は、人間が様々な概

念を獲得し物事を理解していく学習過程に似ていると考えられなくもない。 

○  こうした人工知能が、与えられた目的の中での処理を行っている一方で、人間は、感性を豊かに

働かせながら、どのような未来を創っていくのか、どのように社会や人生をよりよいものにしてい

くのかという目的を自ら考え出すことができる。多様な文脈が複雑に入り交じった環境の中でも、

場面や状況を理解して自ら目的を設定し、その目的に応じて必要な情報を見いだし、情報を基に深

く理解して自分の考えをまとめたり、相手にふさわしい表現を工夫したり、答えのない課題に対し

て、多様な他者と協働しながら目的に応じた納得解を見いだしたりすることができるという強みを

持っている。 

○  このために必要な知識や力を成長の中で育んでいるのが、人間の学習である。今後の教育の在り

方を議論するに当たっては、私たちが物事を学ぶ学習過程の重要性を改めて認識しながら、子供た

ちが複雑な情報を読み解いて、解決すべき課題や解決の方向性を自ら見いだし、多様な他者と協働

しながら自信を持って未来を創り出していくために必要な力を伸ばしていくことが求められる。ま

た、その過程において、私たちの生活にますます身近なものとなっている情報技術を、受け身で捉

えるのではなく、手段として効果的に活用していくことも求められる。 

○  現在、中央教育審議会では、子供たちが学校で「何を学ぶのか」という学習内容に加えて、それ

を「どのように学ぶのか」という学習過程の在り方や、その成果として「何ができるようになるの

か」という資質・能力の在り方が総合的に議論されているところである。各教科等の学びを通じて

身に付く、物事の捉え方や考え方の枠組みといった「見方・考え方」とは何かを明らかにし、それ

を学びの中で活用した「主体的･対話的で深い学び」を実現するというアクティブ・ラーニングの視

点を位置付けること、そうした学びを通じて、生きて働く知識・技能の習得や、未知の状況にも対

応できる思考力・判断力・表現力等の育成、学びを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力・

人間性等の涵養（かんよう）につなげていこうという改革の方向性は、これからの時代に求められ

る教育の在り方として極めて重要である。 

 

（2）「次世代の学校」の在り方 

○  情報技術の進展は、これからの時代に求められる教育の実現を大きく後押しすることが期待され
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ている。ICT が持つ特性や強みとしては、以下のような点が上げられる。 

  ① 多様で大量の情報を収集、整理・分析、まとめ表現することなどができ、カスタマイズが容易

であること（観察・実験したデータなどを入力し、図やグラフ等を作成することを試行錯誤し

ながら繰り返し行ったり、発表内容を効果的にまとめて共有したり、個々の子供の学習ニーズ

に応じた学習内容を組み立てたりできること） 

  ②  時間や空間を問わずに、音声・画像・データ等を蓄積・送受信できるという時間的・空間的

制約を超えること（距離や時間を問わずに児童生徒の思考の過程や結果を可視化したり、学習

過程を記録したりできること） 

   ③  距離に関わりなく相互に情報の発信・受信のやりとりができるという、双方向性を有するこ

と（教室やグループでの大勢の考えを距離を問わずに瞬時に共有したり交流したりできること） 

 

○  こうした特性や強みを学校教育の中で効果的に生かすことが、｢主体的･対話的で深い学び｣の実現

や、個々の能力や特性に応じた学びの実現、離島や過疎地等の地理的環境に左右されない教育の質

の確保に大きく貢献することが期待されている。また、効果的な学習評価の実現や校務環境の改善

等にも、ICT の役割が期待されているところである。 

○  当然のことながら、ICT の導入によって全ての教育課題に道筋がつくわけではなく、実験・観察

等を実際に体験することや直接的な交流の重要性等も踏まえ、子供たちに必要な学びをデザインす

る中で ICT を効果的に活用し、子供の学びを価値あるものとしていく教員の役割は、これまで以上

に重要となる。教員の授業力の向上や学校の機能強化に資する ICT 環境の在り方を念頭に置きなが

ら、アナログかデジタルかを対立的に捉えずに、「次世代の学校」にふさわしい環境整備と新しい教

育課程の在り方を併せて議論していくことが求められている。 

 

2.これからの時代に求められる資質･能力とは 

○  将来の予測が困難な時代の中で、これからの子供たちに求められるのは、これまでにないような

全く新しい力ということではなく、従来からも重視されてきている読解力や論理的・創造的思考力、

問題解決能力、人間性等について、加速度的に変化する社会の文脈の中での意義を改めて捉え直し、

しっかりと発揮できるようにすることであると考えられる。 

○  特に、情報化の進展という社会的な変化の中では、以下のような資質・能力が重要になると考え

られることから、こうした力の育成が教育課程全体を通じて実現されることが強く求められる。 

 

（1）情報を読み解く 

○  複雑な情報を読み解くために必要な読解力は、時代を超えて常に重要なものであり、これからの

時代においてもその重要性が変わることはない。情報化が進展する社会において求められる情報活

用能力（世の中の様々な事象を情報とその結びつきとして捉えて把握し、情報及び情報技術を適切

かつ効果的に活用して、問題を発見･解決したり自分の考えを形成したりしていくために必要な資

質・能力）の基盤となるのも、こうした読解力である。 

○  情報化が進展し身近に様々な情報が氾濫する社会の中で、ますます高まる読解力の重要性とはう

らはらに、視覚的な情報と言葉との結びつきが希薄になり、知覚した情報の意味を吟味して読み解

いたりすることが尐なくなっているのではないかとの指摘もある。子供たちが教科書の文章を読み

解けていないのでないかとの問題提起[2]もあるところであり、全ての学習の基盤となる言語能力の
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育成を重視することが求められる。 

○  中央教育審議会では、言語能力を構成する「テクスト（情報）を理解するための力」や「文章や

発話により表現するための力」の要素を専門的に整理した上で、国語教育等において、語彙を豊か

にすること、情報と情報の関係性を論理的に捉えるなど情報を多角的・多面的に精査し、構造化す

る力などが、発達の段階に即して系統的に育成されるよう、小・中・高等学校を見通して教育内容

の充実を図ることが検討されている。プログラミング教育を含む全ての教育の前提として、こうし

た言語能力の育成に向けた国語教育等の改善・充実を図っていくことが不可欠である。 

 

[2] 国立情報学研究所が実施している中高生を対象とした調査による。  

 

（2）情報技術を手段として使いこなしながら、論理的・創造的に思考して課題を発見・解決し、新

たな価値を創造する 

○  これからの時代を生きていく子供たちには、ますます身近となる情報技術を効果的に活用しなが

ら、複雑な文脈の中から読み解いた情報を基に論理的・創造的に考え、解決すべき課題や解決の方

向性を自ら見いだし、多様な他者と協働して新たな価値を創造していくための力が求められる。こ

こで言う「創造」とは、グローバルな規模でのイノベーションのような大規模なものに限られるも

のではなく、地域課題や身近な生活上の課題を自分なりに解決し、自他の人生や生活を豊かなもの

としていくという様々な工夫なども含むものである。 

○  子供たちが、情報技術を効果的に活用しながら、論理的・創造的に思考し課題を発見・解決して

いくためには、コンピュータの働きを理解しながら、それが自らの問題解決にどのように活用でき

るかをイメージし、意図する処理がどのようにすればコンピュータに伝えられるか、さらに、コン

ピュータを介してどのように現実世界に働きかけることができるのかを考えることが重要になる。 

○  そのためには、自分が意図する一連の活動を実現するために、どのような動きの組合せが必要で

あり、一つ一つの動きに対応した記号を、どのように組み合わせたらいいのか、記号の組合せをど

のように改善していけば、より意図した活動に近づくのか、といったことを論理的に考えていく力

が必要になる。 

○  こうした「プログラミング的思考」は、急速な技術革新の中でプログラミングや情報技術の在り

方がどのように変化していっても、普遍的に求められる力であると考えられる。また、特定のコー

ディングを学ぶことではなく、「プログラミング的思考」を身に付けることは、情報技術が人間の生

活にますます身近なものとなる中で、それらのサービスを受け身で享受するだけではなく、その働

きを理解して、自分が設定した目的のために使いこなし、よりよい人生や社会づくりに生かしてい

くために必要である。言い換えれば、「プログラミング的思考」は、プログラミングに携わる職業を

目指す子供たちだけではなく、どのような進路を選択しどのような職業に就くとしても、これから

の時代において共通に求められる力であると言える。 

○  また、「プログラミング的思考」には、各教科等で育まれる論理的・創造的な思考力が大きく関係

している。各教科等で育む思考力を基盤としながら「プログラミング的思考」が育まれ、「プログラ

ミング的思考」の育成により各教科等における思考の論理性も明確となっていくという関係を考え、

アナログ感覚を大事にしていくことの重要性等も踏まえながら、教育課程全体での位置付けを考え

ていく必要がある。 
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（3）感性を働かせながら、よりよい社会や人生の在り方について考え、学んだことを生かそうとす

る 

○  人間に備わるみずみずしい感性は、現実の物事を捉えながら、それを超えて想像を膨らませたり、

相手の感情や考えに思いを馳せたり、まだ見ぬ未来の社会や人生の在り方について思いを巡らせた

り、まだ存在しないものをつくりだすために創造的に考えたりすることを可能とする。 

○  こうした人間ならではの感性を働かせながら、よりよい社会や人生の在り方について考えること、

学んだことをそうした人生や社会の在り方に生かそうとすることは、私たちが人間らしく生きてい

くために重要な営みであると同時に、社会や産業の構造が変化し成熟社会に向かう中で、社会が求

める人材像にも合致するものとなっている[3]。 

○  現在、中央教育審議会では、資質・能力の三つの柱（（1）何を理解しているか、何ができるか（知

識・技能）、（2）理解していること、できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力）、（3）ど

のように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等））が重要である

との議論がされているところであり、知識・技能や思考力等のみならず、「学びに向かう力、人間性

等」についても重視し、教育課程全体の中でバランス良く育んでいくことが期待される。 

 

[3] シリコンバレーでは IT 教育以上に人間教育を重視する傾向にあるとの指摘もある。 

 

3．学校教育におけるプログラミング教育の在り方とは 

（1）コンピュータと人間の関係に関する展望と、時代を超えて求められる力 

○  私たちは現在でも、自動販売機やロボット掃除機など、身近な生活の中で意識せずとも、様々な

ものに内蔵されたコンピュータとプログラミングの働きの恩恵を受けている。このような人間とコ

ンピュータとの関係は、人工知能の急速な進化等に伴い、今後ますます身近なものとなってくると

考えられる。 

○  そうした生活の在り方を考えれば、子供たちが、便利さの裏側でどのような仕組みが機能してい

るのかについて思いを巡らせ、便利な機械が「魔法の箱」ではなく、プログラミングを通じて人間

の意図した処理を行わせることができるものであり、人間の叡智が生み出したものであることを理

解できるようにすることは、時代の要請として受け止めていく必要がある。 

○  学校教育、特に義務教育段階は、子供たちが将来どのような職業に就くとしても普遍的に求めら

れる資質・能力を育んでいくことが求められる。社会の変化を踏まえた時代の要請を、教育がどの

ように受け止めていくかを議論する際には、目の前の変化に柔軟に対応しつつ、長期的な視野も持

ちながら、子供たちに時代を超えて普遍的に求められる資質・能力とは何かを見極めていくことが

重要である。 

○  特定の技術や個別のプログラミング言語については、時代の変化や技術革新の中で移り変わって

いくことが予測される。ここ十～数十年の間において、プログラミング言語が果たす役割が大きく

変わるわけではないが、将来的には、私たちが日常的に用いる自然言語で論理的に書いたり話した

りすることで、コンピュータに指示できるようになるのではないか、との予測もある。 

○  仮にそのような時代になったとしても、社会でコンピュータが果たす役割を理解しながら、「プロ

グラミング的思考」を発揮し、その時代の情報技術を効果的に活用して問題を発見・解決していく

ことの重要性は変わらないものと考えられる。子供たちには、コンピュータに意図した処理を行う

よう指示することができるということを体験させながら[4] 、時代を超えて必要となる資質・能力
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を、発達の段階に即して身に付けていくことが求められる。 

 

（2）学校教育として実施するプログラミング教育は何を目指すのか 

○  学校教育におけるプログラミング教育の在り方については、上記のようなコンピュータとの関係

に関する見通しを持ちながら、上記 2.に記したような資質・能力の在り方（特に「プログラミング

的思考」の在り方）を踏まえつつ、子供たちに求められる普遍的な力とは何かを明確にし、認識の

共有を図っていく必要がある。その際、次期学習指導要領に向けては、現代的なテーマに焦点化し

た教育も含め、どのような資質・能力の育成を目指すのかを三つの柱（（1）何を理解しているか、

何ができるか（知識・技能）、（2）理解していること、できることをどう使うか（思考力・判断力・

表現力）、（3）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性

等））で整理していくとされていること等に留意することが必要である。 

○  プログラミング教育とは、子供たちに、コンピュータに意図した処理を行うよう指示することが

できるということを体験させながら、発達の段階に即して、次のような資質・能力を育成するもの

であると考えられる。 

 

 【知識・技能】 

  （小）身近な生活でコンピュータが活用されていることや、問題の解決には必要な手順があること

に気付くこと。 

  （中）社会におけるコンピュータの役割や影響を理解するとともに、簡単なプログラムを作成でき

るようにすること。 

  （高）コンピュータの働きを科学的に理解するとともに、実際の問題解決にコンピュータを活用で

きるようにすること。 

 【思考力・判断力・表現力等】 

・ 発達の段階に即して、「プログラミング的思考」（自分が意図する一連の活動を実現するため

に、どのような動きの組合せが必要であり、一つ一つの動きに対応した記号を、どのように

組み合わせたらいいのか、記号の組合せをどのように改善していけば、より意図した活動に

近づくのか、といったことを論理的に考えていく力） [5]を育成すること。 

 【学びに向かう力・人間性等】 

・ 発達の段階に即して、コンピュータの働きを、よりよい人生や社会づくりに生かそうとする

態度を涵養すること。 

 

[4] 体験する中で、コンピュータによる処理と人間の活動それぞれのよさに気付くことなども重要

と考えられる。 

[5] いわゆる「コンピュテーショナル・シンキング」の考え方を踏まえつつ、プログラミングと論 

理的思考との関係を整理しながら提言された定義である。  

 

（3）発達の段階に即した資質・能力の育成 

○ 中学校及び高等学校では、それぞれの学校段階における子供たちの抽象的思考の発達に応じて、

構造化された内容を体系的に教科学習として学んでいくこととなる。中学校では技術・家庭科にお

いて、高等学校では情報科において学ぶこととなるが、現在、中央教育審議会においては、中学校
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及び高等学校におけるプログラミング教育の充実についても議論されている。 

○ 具体的には、中学校技術・家庭科技術分野の「情報に関する技術」において、計測・制御に関す

るプログラミングだけではなく、コンテンツに関するプログラミングを指導内容に盛り込むことに

よって、プログラミングに関する内容を倍増させること、高等学校情報科に共通必履修科目を新設

し、全ての高校生[6]がプログラミングを問題解決に活用することを学べるようにすることが検討さ

れている。 

○ こうした小・中・高等学校を見通した充実が図られる中で、小学校においては、身近な生活の中

での気付きを促したり、各教科等で身に付いた思考力を「プログラミング的思考」につなげたりす

る段階であることを踏まえた、小学校教育の特質に即した在り方が必要となる。 

○ また、学校教育においては、通常の学級、特別支援学級、特別支援学校といった、連続性のある

「多様な学びの場」において、子供たちの十分な学びを確保していく必要があり、一人一人の子供

の障害の状況や発達の段階に応じた指導や、一人一人の困難さに十分配慮した指導を充実させてい

くことが必要であること等にも留意する必要がある。 

 

[6]  現在、プログラミングを問題解決に活用することを学ぶ「情報の科学」は選択必履修科目で

あり、その履修率は高校生の約 2 割にとどまる。 

 

 

4.小学校教育におけるプログラミング教育の在り方 

（1）小学校教育における実施の在り方 

○  小学校においては、「各個人の有する能力を伸ばしつつ社会において自立的に生きる基礎」を培う

こと及び「国家社会の形成者として必要とされる基本的な資質」を養うことを目的とする義務教育

のうち、基礎的なものを施すことが目的となる。小学校教育の改善は、新しい時代における社会や

職業の在り方を見据えつつ、子供たちが、将来どのような職業に就くとしても生かすことができる

ような資質・能力を育む、ということを目的として行われなければならない。 

○  小学校の 6 年間の間に、子供たちは、幼児教育を通じて身に付けたことを生かしながら、身近な

生活の中での豊かな体験を通じて、具体的な物事を捉え、次第に抽象的な思考力を高めていく。こ

うした発達の段階であることを踏まえ、小学校教育では、各教科等の学びにおいても、身近な生活

との関わりや体験的な学習を重視してきており、このような子供の成長や発達に寄り添う視点が極

めて重要である。 

○  また、小学校は上記のような発達の段階であることを踏まえ、中学校や高等学校と異なり、各教

科に専門性を有する教員が教科ごとに教える教科担任制ではなく、基本的に学級担任が全ての教科

を担当する学級担任制がとられている。そうした指導体制の違いも踏まえながら、小学校における

プログラミング教育の在り方を考えていく必要がある。 

○ 小学校におけるプログラミング教育が目指すのは、前述のように、子供たちが、コンピュータに

意図した処理を行うよう指示することができるということを体験しながら、身近な生活でコンピュ

ータが活用されていることや、問題の解決には必要な手順があることに気付くこと、各教科等で育

まれる思考力を基盤としながら基礎的な「プログラミング的思考」を身に付けること、コンピュー

タの働きを自分の生活に生かそうとする態度を身に付けることである。 

○  中学校や高等学校の段階では、簡単なプログラムの作成や、コンピュータの働きの科学的な理解
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などを目指し、技術・家庭科や情報科において構造化された内容を体系的に学んでいくことが必要

となる。一方で、小学校におけるプログラミング教育が目指す、身近な生活の中での気付きを促し

たり、各教科等で身に付いた思考力を「プログラミング的思考」につなげたり、コンピュータの働

きが身近な様々な場面で役立っていることを実感しながら自分の生活に生かそうとしたりするため

には、学級担任制のメリットを生かしながら、教育課程全体を見渡した中で、プログラミング教育

を行う単元を各学校が適切に位置付け、実施していくことが効果的であると考えられる[7]。 

○  プログラミング教育の実施に当たっては、コーディングを覚えることが目的ではないこと[8]を明

確に共有していくことが不可欠である。また、「主体的･対話的で深い学び」の実現に資するプログ

ラミング教育とすることが重要であり、一人で黙々とコンピュータに向かっているだけで授業が終

わったり、子供自身の生活や体験と切り離された抽象的な内容に終始したりすることがないよう、

留意が必要である。楽しく学んでコンピュータに触れることが好きになることが重要であるが、一

方で、楽しいだけで終わっては学校教育としての学習成果に結びついたとは言えず、子供たちの感

性や学習意欲に働きかけるためにも不十分である。学習を通じて、子供たちが何に気付き、何を理

解し、何を身に付けるようにするのかといった、指導上のねらいを明確にする必要がある。 

○  なお、プログラミング教育を教育課程全体の中で位置付けることについては、各学校における実

施につながるのかどうかとの懸念もある。次期学習指導要領においては、各教科等を束ねる総則の

規定を抜本的に見直し、教育課程全体を見渡した教科横断的な取組が実施されるよう、各学校の「カ

リキュラム・マネジメント」が明確に位置付けられる方向で検討が進められている。各学校が地域

の実情や子供たちの姿、指導体制の現状等を踏まえながら、最善のプログラミング教育が提供され

るよう、総則の規定において明確に位置付けるとともに、具体的な実施の在り方については、学習

指導要領の解説や指導事例集を広く普及させることで、各学校における具体的な実施をしっかりと

確保していくことが求められる。 

○  こうした全ての小学校を念頭に置いた実施に加えて、地域の特性等に応じて、研究開発学校や調

査研究校、民間企業や NPO による各種事業の実施校等におけるプログラミング教育を重点的に進

めていく取組も、併せて推進し、その成果を広く普及していくことが求められる。また、義務教育

学校等において小･中学校段階を通じた効果的な実施の在り方を検討していくことも有意義である

と考えられる。 

 

[7] 教育課程に関する制度等が日本とは異なるため単純な比較はできないが、諸外国における情報

教育（プログラミング教育に限られない）の実施状況を見ても、イングランドのように新たに教

科を設置する対応だけではなく、フィンランドのように教科横断的に実施する国、韓国のように

既存の教科の中で対応する国なども見られる。 

[8] 順次、分岐、反復といったプログラムの構造を支える要素についても、それを知識として身に

付けることは中学校教育の指導内容に盛り込まれている。小学校教育では体験の中で触れるとい

うことで十分であり、それ自体を教え込んだり、知識として身に付けることを指導のねらいとし

たりする段階ではないと考えられる。一方で、小学校での学習を通じてプログラミングに興味を

持ち、プログラムの構造を支える要素についても詳しく知りたいという知的欲求を抱いた子供た

ちが発展的に学ぶことのできるよう、民間とも連携して多様な学習機会を整えていくことが求め

られる。  
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（2）各小学校の実状を踏まえた柔軟で学習成果のある教育内容の具体的な在り方 

○  各小学校においては、各学校における子供の姿や学校教育目標、環境整備や指導体制の実情等に

応じて、教育課程全体を見渡し、プログラミング教育を行う単元を位置付けていく学年[9]や教科等

を決め、地域等との連携体制を整えながら指導内容を計画・実施していくことが求められる。 

○  各小学校が見通しを持ってこうした計画・実施を行うことができるよう、国は、2020 年からの新

しい教育課程の実施に向けて、教育委員会や小学校現場、関係団体、民間や学術機関等と連携しな

がら、指導内容の在り方を検討して指導事例集としてまとめることや、各教科等における教育の強

みとプログラミング教育のよさが結びついた教材等の開発・改善を、その先の教育の在り方も見据

えながら行っていくことが求められる。 

○  プログラミング教育を実施することとなった教科等においては、上記の指導事例集等を参考に、

各教科等の指導内容を学びながら、コンピュータに意図した処理を行うよう指示することができる

ということを体験[10]することを、各教科等の特質に応じた見方・考え方を働かせた「主体的･対話

的で深い学び」の中で実現し、各教科等における教育の強みとプログラミング教育のよさが相乗効

果を生むような指導内容を具体化していくことが望まれる。 

 

[9] 小・中・高を見通した観点からは、高学年での実施が中学校との接続に効果的と考えられるが、

中～高学年の幅の中で、各学校の教育目標や子供たちの興味・関心等を踏まえた対応が求められ

る。 

[10] こうした体験については、コンピュータを活用して行うことが原則になると考えられるが、

「アンプラグドコンピュータサイエンス」の考え方のもと、コンピュータを使わずに紙と鉛筆で

行う教育も提案されているところであり、小学校段階における具体的な教材や指導方法、その効

果等について検討が求められる。  

 

○  現時点でこうした指導内容のイメージと留意点について、様々な取組の実例や、各教科等におけ

る「主体的･対話的で深い学び」とプログラミングを体験することとの関係を踏まえつつ示すとすれ

ば、例えば以下の通りである。ここに掲げていない教科等においても、実施の在り方が今後議論さ

れることが望まれる。 

 

 

 【総合的な学習の時間】 

・例えば、情報に関する課題を探究する中で、自分の暮らしとプログラミングとの関係を考え、プ

ログラミングを体験しながらそのよさに気付く学びを取り入れていくことなどが考えられる。 

・実施に当たっては、プログラミングを体験することが、総合的な学習の時間における学びの本質

である探究的な学習として適切に位置付けられるようにするとともに、子供一人一人に探究的な

学びが実現し、一層充実するものとなるように十分配慮することが必要である。また、課題は各

学校が学校教育目標等に照らして設定するものであることから、情報に関する課題以外にも、地

域の課題や環境に関する課題などにも対応できる教材の開発が強く求められる。 

 

 【理科】 

・例えば、身の回りには、電気の性質や働きを利用した道具があることをとらえる学習を行う際、
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プログラミングを体験しながら、エネルギーを効果的に利用するために、様々な電気製品にはプ

ログラムが活用され条件に応じて動作していることに気付く[11]学習を取り入れていくことが考

えられる。 

・実施に当たっては、プログラミングを体験することが、理科における学びの本質である、自然事

象について問題を見いだし、より妥当な考えを導き出す学習過程として適切に位置付けられるよ

うにすることとともに、子供一人一人に探究的な学びが実現し、一層充実するものとなるように

十分配慮することが必要である。 

・また、実際の実験・観察をおろそかにすることがないように留意することが必要である。言うま

でもないが、生物を模したコンピュータ上のモデルやロボットの動きを見ることで、生物に関す

る学びに代えることはできないことなどは、改めて確認しておく必要がある。 

 

[11] 例えば、外が暗くなると照明の明かりが自動的に明るくなったり、一定の時間が経過すると

自動的に消えたりすることなど。 

 

【算数】 

・「計算する」という過程は、算数・数学の学習においても、日常生活においても、繰り返し行うこ

とが必要となる場面である。繰り返し行うことが必要となる場面というものは、プログラミング

で実行する必要性につながりやすいため、“計算することをプログラミングで教えればいいのでは

ないか”と考えられる可能性ある。 

・しかしながら、私たちが計算するときには、プログラミングで表現しなくても、人間の文明が生

み出した遺産である「筆算」で計算することができる。小学校で筆算を学習するということは、

計算の手続を一つ一つのステップに分解し、記憶し反復し、それぞれの過程を確実にこなしてい

くということであり、これは、プログラミングの一つ一つの要素に対応する[12]。つまり、筆算

の学習は、プログラミング的思考の素地（そじ）を体験していることであり、プログラミングを

用いずに計算を行うことが、プログラミング的思考につながっていく。 

・算数において、プログラミングの体験をどこに位置付けていくかについては、こうしたことを踏

まえながら、効果的な場面を考えていかなければならない。例えば、図の作成等において、プロ

グラミングを体験しながら考え、プログラミング的思考と数学的な思考の関係やそれらのよさに

気付く学びを取り入れていくことなどが考えられる。 

・実施に当たっては、プログラミングを体験することが、算数における学びの本質である数学的活

動として適切に位置付けられるようにすることとともに、子供一人一人に探究的な学びが実現し、

一層充実するものとなるように十分配慮することが必要である。プログラミングを体験すること

による数学的活動が、算数における「深い学び」の達成に寄与するものになることが求められる。 

・なお、言うまでもないが、算数における文章題の解決は、文章から数量の関係について情報を読

み取り、それらの関係を明らかにし、解決の方法を立案して解決するという過程を体験する活動

であり、文章題のストーリーをプログラミングによって単にアニメーション化するようなことは、

数学的活動とはならないことなどは、改めて確認しておく必要がある。 

  

[12] コンピュータ科学等でも用いられる「アルゴリズム」とは、筆算といった計算の手続も含む、

問題を解決する手順を定式化して表したものを指す。筆算は数学の歴史の中で初期から存在し
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たものではなく、長い年月をかけて人類が生み出したアルゴリズムであり、そうしたものを生

み出す人間の数学的な思考が、人工知能の動きや働きなどを支えるおおもととなっている。こ

れからの算数では、筆算が所与のものではなく、こうした意義を持つものであることなどを学

ばせることも重要ではないかと考えられる。 

 

 【音楽】 

・例えば、音楽づくりの活動において、創作用の ICT ツールを活用しながら、与えられた条件を基

に、音の長さや音の高さの組合せなどを試行錯誤し、つくる過程を楽しみながら見通しを持って

まとまりのある音楽をつくることや、音長、音高、強弱、速度などの指示[13]とプログラムの要

素の共通性など、音を音楽へと構成することとプログラミング的思考の関係に気付くようにする

こと、また、デジタルによる演奏と生の演奏から感じる違いなどに気付くようにすることなども

考えられる。 

・実施に当たっては、低学年における音遊びなどの経験を基盤として、プログラミングと関連付け

た音楽活動が、音楽の学びの本質に照らして適切に位置付けられるようにするとともに、子供一

人一人に創造的な学びが実現し、つくる学習とそれを実際に音や声で表す学習が一層充実するも

のとなるように十分配慮することが必要である。 

 

[13] 反復記号なども含めた音楽に関わる用語には、順次、分岐、反復といったプログラムの構造

を支える要素と共通する性質があるものと考えられる。 

 

 【図画工作】 

・図画工作科においては、子供たちが材料の形や色、質感、性質などの特徴を捉えたり、イメージ

を持ったりしながら、豊かに発想や構想し造形的に表すことが極めて重要である。例えば、その

ような学習過程において表現しているものを動かしてみることにより、新たな発想や構想を生み

出したり、異なる視点からよさや美しさを感じ取ったりすることができるよう、プログラミング

教育を実施していくことが考えられる。 

・それを具体化するためのソフトウェア等の在り方について、関係者の知見を結集して早急に検討

していく必要がある。プログラミングを学ぶためにすばらしい教材が、必ずしも図画工作科のね

らいの観点から価値が高いとは限らない。子供一人一人に創造的な学びが実現し、一層充実する

ものとなるよう、我が国の技術力と教育力を結集して、子供たちの感性が豊かに働く教材の開発

につなげていくことが求められる。 

 

 【特別活動】 

・子供たちが自分の興味・関心に応じて活動を選択し自主的・実践的な活動を行うクラブ活動にお

いて、例えば、既存のクラブ活動にプログラミングを体験する学習を取り入れたり、子供の姿や

学校・地域の実情等に応じて、プログラミングに関するクラブ活動を運営・実施できるようにし

たりしていくことなどが考えられる。 

・実施に当たっては、プログラミングを体験することが、特別活動の学びの本質である自発的・自

治的な活動として適切に位置付けられるようにするとともに、子供一人一人に自己実現を図る学

びが実現し、一層充実するものとなるように十分配慮することが必要である。 
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○  プログラミング教育を行う単元を教育課程に位置付けていくに当たっては、総合的な学習の時間

においてプログラミングを体験しながら社会における役割を理解し、それを軸としながら、各教科

等における多様なプログラミング教育につなげていくことが効果的であると考えられるが、具体的

な実施の在り方については、各学校における子供の姿や学校教育目標、環境整備や指導体制の実情

等に応じた、柔軟な対応が検討されることが望ましい。総合的な学習の時間と教科学習の双方で実

施したり、教科学習のみで実施したり、総合的な学習の時間のみで実施したりするなど、柔軟な在

り方が考えられる。 

○  いずれの場合であっても、プログラミング教育が各教科等における学習上の必要性に支えられな

がら、無理なく確実に実施され、子供たちに必要な資質・能力が育成されるよう、前述の「カリキ

ュラム・マネジメント」を徹底するとともに、学習指導要領の解説や指導事例集を広く普及させる

ことが求められる。 

○  また、プログラミング教育を行う単元に最大限の効果を発揮させるには、「プログラミング的思考」

が国語[14]や算数等で身に付ける論理的な思考力とつながっていることや、社会科における社会の

情報化に関する学習など、各教科等における学びとのつながりを教員自身が認識し有機的につなげ

ていけるようにすることが求められる。新しい教育課程の議論の中で、こうしたプログラミング教

育と、それにつながる各教科等の学びとの関係性が分かりやすく示されていくことを期待したい。 

 

[14] 説明文を読んでその構造を捉えることなどは、フローチャートの作成につながる力であり、

こうしたつながりを意識することが重要である。一方で、国語においては、自らの頭脳を使っ

て思考し表現する言語活動を通じて、情報を多角的・多面的に精査し、構造化する力等を育む

ことが重要であり、こうした国語の本質的な学びとして、プログラミングを体験することを位

置付けていくことは、言語能力の確かな育成の観点からも、慎重に考える必要がある。 

 

 

（3）教育課程外や学校外の学習機会とのつながり 

○  小学校におけるプログラミング教育で、プログラミングに触れたことをきっかけとして、個人的

に更に深く学んでみたいと思ったり、プログラミングに携わる職業を目指して学びたいという夢を

持ったりする子供たちが増えてくることも期待される。 

○  プログラミングに興味を抱いた子供が、多様な才能を伸ばしていくことができるよう、民間で実

施されている多様なプログラミング教育の機会や、土曜学習等における学習機会を個別に活用でき

るよう、都市部だけではなく全国を視野に入れ、官民連携して体制を整えていくことが求められる。 

 

5.小学校における効果的なプログラミング教育のために必要な条件とは 

○  今回の有識者会議における議論は、小学校で 2020 年（平成 32 年）からの実施が見込まれる新し

い教育課程における実施を目指したものである。円滑な実施のためには、2020 年に向けて、次期学

習指導要領に向けた議論と並行して、プログラミング教育の趣旨に関する情報発信や、実践例の蓄

積と普及を進めていくとともに、ICT 環境の整備をはじめとする条件整備を計画的に行い、随時更

なる改善を図っていく必要がある。 
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（1）ICT 環境の整備 

○  ICT 環境については、学校差や地域差が大きい現状がある。プログラミング教育の実施に当たっ

ては、こうした現状を改善し、全ての小学校において必要な環境整備が図られる必要がある。 

○  次期学習指導要領に向けた検討の中で、プログラミング教育も含め、情報活用能力を育成する新

しい教育課程を実現するため、最低限必要な ICT 環境[15] とは何かを明確にし、全ての小学校等

において確実に整備を進めていくことが求められる。 

○  また、一人一人の児童の障害の状況等に応じた確実な学びができるよう、ICT 機器を効果的に活

用した指導方法等の開発なども求められる。 

 

[15] 具体的には、次期学習指導要領に基づく指導内容や学習活動を想定したノート型コンピュー

タ、タブレットの配備、無線 LAN 環境の整備、安全性の確保されたネットワークの構築等が

考えられる。また、子供たちが頻繁に活用する思考ツールと ICT を結びつけたアプリケーショ

ンの普及や活用なども求められる。 

 

（2）効果的なプログラミング教育を実現する教材の開発と教員研修等の在り方 

○  効果的なプログラミング教育を実現するためには、各教科等の指導内容を学びながら、効果的に

プログラミングを体験することが、各教科の「主体的･対話的で深い学び」として実現されるような

教材の開発・改善が求められる。各教科等における教育の強みとプログラミング教育のよさが結び

つき、小学校教員が活用しやすい教材等が開発されるよう、あらゆる分野の関係者が連携し、我が

国の技術力と教育力を結集して当たることが必要である。 

○  また、そうした教材や授業実践例が集積され、全ての教員や関係者が活用できるようなプログラ

ミング教育のポータルサイト[16]を構築していくことも考えられる。 

 

○  こうした教材や授業実践例は、教員研修にも活用しやすいものであることが望まれる。民間で提

供されている様々な機会も活用しながら、国や教育委員会による研修と各学校での校内研修が効果

的に組み合わされ、教員の資質向上につなげていくことが求められる。加えて、教員がこうした新

たな教育課題に対応できるよう、養成段階からの充実が図られることも望まれる。 

○  教員の養成・研修に当たっては、ICT やアプリケーションの使い方そのものが目的ではなく、プ

ログラミングを経験させるなど、子供たちに育む「プログラミング的思考」の意義や、質の高いプ

ログラミング教育を実現するための授業の工夫や在り方等についての研修が図られるべきであるこ

と、また、コンピュータ科学分野の高度な知識が必要というわけではないこと等に留意が必要であ

る。 

 

[16] 学校現場がインストールせずに使うことのできる Web サービスなど、活用しやすい工夫が求

められる。  

 

（3）指導体制の充実や社会との連携・協働 

○  プログラミング教育の実施に当たっては、「社会に開かれた教育課程」の観点から、社会と連携・

協働しながら様々な人的・物的資源を生かして実現していくことが必要である。 

○  より効果的なプログラミング教育の実施のためには、既存の指導体制では対応が困難な場合があ
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ることから、担当教員の追加配置や専門人材の参画を含めた指導体制の充実を、「チームとしての学

校」の在り方などを踏まえつつ検討することが重要である。 

○  また、質の高いプログラミング教育の実施や指導体制の確保には、社会との連携・協働が必要不

可欠である。効果的なプログラミング教育の実施が、都市部だけではなく全国で偏りなく可能とな

るよう、官民連携したコンソーシアムなどを通じて体制を整えていくことが求められる。プログラ

ミング教育の意義等を社会と学校が共有し、実施に当たって外部から学校をサポートしやすくする

ような体制を整備していくことが重要である。 

○  加えて、意欲ある子供たちが学習の成果を実感しながら学んでいくことができるよう、小学生を

対象とした全国規模の各種大会等が開催されていくことも期待される。 

 

参照：URL http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/122/attach/1372525.htm 

文部科学省トップ > 政策・審議会 > 審議会情報 > 調査研究協力者会議等（初等中等教

育） > 小学校段階における論理的思考力や創造性、問題解決能力等の育成とプログラミ

ング教育に関する有識者会議 > 小学校段階におけるプログラミング教育の在り方につい

て（議論の取りまとめ） 
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